
(57)【要約】

【課題】先端硬性部の径を変えることなしに、湾曲動作

を繰り返してシートと連結リベットとが擦れ合ってもシ

ートが破れてしまうことがほとんどなく、長期間にわた

って安定した絶縁機能を維持することができる内視鏡挿

入部のシールド構造を提供する。

【解決手段】先端硬性部内のシールドケースの外囲は、

電気絶縁フィルムに覆われていて、電気絶縁フィルムの

一部が連結リベットに接触し、電気絶縁フィルムは、接

着層を持たない非接着シートと接着層を有する接着テー

プとを組み合わせて構成されており、この非接着シート

が連結リベットに接触する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 硬 性 部 と 、 こ の 先 端 硬 性 部 に 連 結 リ ベ ッ ト を 介 し て 連 な る 湾 曲 部 と を 有 し 、 前 記 先 端
硬 性 部 内 に は 、 固 体 撮 像 素 子 、 前 記 固 体 撮 像 素 子 に 駆 動 信 号 を 供 給 す る た め の 基 板 、 及 び
、 前 記 固 体 撮 像 素 子 及 び 前 記 基 板 を 内 部 に 収 容 す る 金 属 製 の シ ー ル ド ケ ー ス が 備 え ら れ 、
こ の シ ー ル ド ケ ー ス の 外 囲 は 、 電 気 絶 縁 フ ィ ル ム に 覆 わ れ て い て 、 該 電 気 絶 縁 フ ィ ル ム の
一 部 が 前 記 連 結 リ ベ ッ ト に 接 触 す る 内 視 鏡 挿 入 部 の シ ー ル ド 構 造 に お い て 、
前 記 電 気 絶 縁 フ ィ ル ム は 、 接 着 層 を 持 た な い 非 接 着 シ ー ト と 接 着 層 を 有 す る 接 着 テ ー プ と
を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ て お り 、 こ の 非 接 着 シ ー ト が 前 記 連 結 リ ベ ッ ト に 接 触 す る こ と を
特 徴 と す る 内 視 鏡 挿 入 部 の シ ー ル ド 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 シ ー ル ド ケ ー ス は 断 面 略 矩 形 を な し て い て 、 そ の 一 面 が 前 記 連 結 リ ベ ッ ト に 対 向 し 、
前 記 非 接 着 シ ー ト は 、 シ ー ル ド ケ ー ス の 前 記 連 結 リ ベ ッ ト 対 向 壁 面 と こ の 対 向 壁 面 に 略 直
交 す る 一 対 の 平 行 壁 面 の 外 面 に 渡 ら せ て 設 け ら れ て お り 、 前 記 接 着 テ ー プ は 、 前 記 連 結 リ
ベ ッ ト 対 向 壁 面 と 平 行 な リ ベ ッ ト 離 隔 壁 面 及 び 前 記 一 対 の 平 行 壁 面 上 の 非 接 着 シ ー ト 上 に
接 着 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 の シ ー ル ド 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 接 着 テ ー プ は 、 前 記 非 接 着 シ ー ト と 同 一 の 材 料 か ら な る 基 材 と 接 着 層 と か ら な り 、 こ
の 基 材 と 接 着 層 の 合 計 厚 は 、 前 記 非 接 着 シ ー ト の 厚 さ と 同 一 で あ る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項
２ 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 の シ ー ル ド 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 技 術 分 野 】
本 発 明 は 内 視 鏡 に 関 し 、 と く に 挿 入 部 内 の シ ー ル ド （ 絶 縁 ） 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 及 び そ の 問 題 点 】
図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 患 部 の 状 態 を Ｃ Ｃ Ｄ （ 固 体 撮 像 素 子 ） １ ６ １ で 受 光 す る 従 来
の 電 子 内 視 鏡 １ ０ １ に お い て は 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ １ と 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ １ に 電 気 的 に 結 合 さ れ る 基
板 １ ６ ４ と が 先 端 硬 性 部 １ ６ ０ 内 の 金 属 製 の シ ー ル ド 部 材 １ ６ ６ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 こ
の シ ー ル ド 部 材 １ ６ ６ は 、 周 囲 の 部 材 か ら 電 気 的 に 絶 縁 す る た め 、 外 周 を 電 気 絶 縁 性 の テ
ー プ １ ６ ５ 、 １ ６ ８ で 覆 わ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 シ ー ル ド 部 材 １ ６ ６ は 、 そ の 上 部 が 湾 曲 部 １ ４ ０ の 内 面 に 配 置 さ れ た 連 結 リ ベ ッ
ト １ ４ ２ に 近 接 し て 配 置 さ れ て い た た め 、 湾 曲 部 １ ４ ０ の 湾 曲 動 作 に よ っ て 電 気 絶 縁 性 の
テ ー プ １ ６ ８ と 連 結 リ ベ ッ ト １ ４ ２ が 擦 れ 合 い 、 こ れ を 繰 り 返 す こ と に よ っ て テ ー プ １ ６
８ が 破 れ 、 絶 縁 機 能 を 果 た さ な く な る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 】
実 公 平 ６ － ３ ５ ２ １ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 目 的 】
そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 先 端 硬 性 部 の 径 を 変 え る こ と な し に 、 湾 曲 動 作 を 繰 り 返 し て シ ー
ト と 連 結 リ ベ ッ ト と が 擦 れ 合 っ て も シ ー ト が 破 れ て し ま う こ と が ほ と ん ど な く 、 長 期 間 に
わ た っ て 安 定 し た 絶 縁 機 能 を 維 持 す る こ と が で き る 内 視 鏡 挿 入 部 の シ ー ル ド 構 造 を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 概 要 】
上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 挿 入 部 に お い て は 、 先 端 硬 性 部 と 、 こ の
先 端 硬 性 部 に 連 結 リ ベ ッ ト を 介 し て 連 な る 湾 曲 部 と を 有 し 、 先 端 硬 性 部 内 に は 、 固 体 撮 像
素 子 、 固 体 撮 像 素 子 に 駆 動 信 号 を 供 給 す る た め の 基 板 、 及 び 、 固 体 撮 像 素 子 及 び 前 記 基 板
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を 内 部 に 収 容 す る 金 属 製 の シ ー ル ド ケ ー ス が 備 え ら れ 、 こ の シ ー ル ド ケ ー ス の 外 囲 は 、 電
気 絶 縁 フ ィ ル ム に 覆 わ れ て い て 、 電 気 絶 縁 フ ィ ル ム の 一 部 が 連 結 リ ベ ッ ト に 接 触 し 、 電 気
絶 縁 フ ィ ル ム は 、 接 着 層 を 持 た な い 非 接 着 シ ー ト と 接 着 層 を 有 す る 接 着 テ ー プ と を 組 み 合
わ せ て 構 成 さ れ て お り 、 こ の 非 接 着 シ ー ト が 連 結 リ ベ ッ ト に 接 触 す る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
シ ー ル ド ケ ー ス は 断 面 略 矩 形 を な し て い て 、 そ の 一 面 が 連 結 リ ベ ッ ト に 対 向 し 、 非 接 着 シ
ー ト は 、 シ ー ル ド ケ ー ス の リ ベ ッ ト 対 向 壁 面 と こ の 対 向 壁 面 に 略 直 交 す る 一 対 の 平 行 壁 面
の 外 面 に 渡 ら せ て 設 け ら れ て お り 、 接 着 テ ー プ は 、 リ ベ ッ ト 対 向 壁 面 と 平 行 な リ ベ ッ ト 離
隔 壁 面 及 び 一 対 の 平 行 壁 面 上 の 非 接 着 シ ー ト 上 に 接 着 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
接 着 テ ー プ は 、 非 接 着 シ ー ト と 同 一 の 材 料 か ら な る 基 材 と 接 着 層 と か ら な り 、 こ の 基 材 と
接 着 層 の 合 計 厚 は 、 非 接 着 シ ー ト の 厚 さ と 同 一 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に か か る 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 し く 説 明 す る 。 　 本 実 施 形 態 に か か
る 内 視 鏡 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 生 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 ３ ０ と 、 吸 引 、 湾 曲 を 行 う
た め の 操 作 部 １ ０ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
患 者 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 ３ ０ は 、 挿 入 部 ３ ０ を 外 装 す る 可 撓 管 部 ２ ０ 、 湾 曲 部 ４ ０ 、
先 端 硬 性 部 ６ ０ に よ り 構 成 さ れ て お り 、 前 方 の 患 部 に 照 明 光 を 照 射 す る ２ つ の 照 明 窓 ３ ４
及 び １ つ の 観 察 窓 ３ ７ な ど が 配 置 さ れ て い る 先 端 硬 性 部 ６ ０ と 、 先 端 硬 性 部 ６ ０ を 所 定 の
観 察 方 向 へ 向 け る た め に 所 定 の 角 度 範 囲 内 で 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 ４ ０ と 、 を 有 す る 。 な お 、
本 実 施 形 態 に お い て 、 前 側 と は 内 視 鏡 １ の 先 端 硬 性 部 ６ ０ 側 を 、 後 側 と は 内 視 鏡 １ の 操 作
部 １ ０ 側 を い う も の と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
操 作 部 １ ０ は 、 吸 引 ボ タ ン １ １ 、 遠 隔 操 作 ボ タ ン １ ２ 、 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ３ を 備 え て い る 。
吸 引 ボ タ ン １ １ を 押 し 込 む と 、 先 端 硬 性 部 ６ ０ の 前 面 に 開 口 す る 鉗 子 チ ャ ネ ル ３ ５ ａ か ら
吸 引 が 行 わ れ 、 患 部 に 対 す る 洗 浄 水 や 粘 液 等 の 除 去 や 、 体 腔 内 空 気 の 排 除 が 行 わ れ る 。 遠
隔 操 作 ボ タ ン １ ２ を 押 す こ と に よ り 、 モ ニ タ ー （ 不 図 示 ） に 対 し て フ リ ー ズ （ 画 像 静 止 ）
や コ ピ ー 等 の 指 令 を 出 す こ と が で き る 。 ま た 、 吸 引 装 置 に 接 続 し て 上 記 吸 引 操 作 を 行 う こ
と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
挿 入 部 ３ ０ と 操 作 部 １ ０ の 間 に 配 置 さ れ る 鉗 子 口 １ ５ に は 、 生 検 用 鉗 子 や ブ ラ シ が 挿 入 さ
れ る 。 鉗 子 口 １ ５ に 挿 入 さ れ た 生 検 用 鉗 子 や ブ ラ シ は 、 鉗 子 チ ャ ネ ル チ ュ ー ブ ３ ５ 内 を 挿
通 さ れ て 先 端 硬 性 部 ６ ０ の 開 口 部 分 か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
＜ 湾 曲 部 ＞
湾 曲 部 ４ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 長 手 方 向 に お い て 、 略 リ ン グ 状 の 湾 曲 節 輪 ４ １ を
複 数 配 置 し て な っ て い る 。 隣 接 す る 湾 曲 節 輪 ４ １ は 、 湾 曲 部 ４ ０ の 径 方 向 に お い て 、 端 部
が 重 な り あ っ て い る 。 隣 接 す る 湾 曲 節 輪 ４ １ の 互 い に 重 な り あ っ た 部 分 は 、 湾 曲 部 ４ ０ の
周 方 向 に お い て 等 間 隔 に 上 下 ２ 箇 所 に 配 置 さ れ た 連 結 リ ベ ッ ト ４ ２ ～ ４ ７ に よ り 連 結 さ れ
て お り 、 そ の 後 側 は 可 撓 管 部 ２ ０ に 対 し て 湾 曲 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 連 結 リ ベ ッ ト ４ ２
並 び に ４ ３ 、 ４ ４ 並 び に ４ ５ 、 及 び 、 ４ ６ 並 び に ４ ７ は 、 そ れ ぞ れ 、 湾 曲 部 ４ ０ の 周 方 向
に お い て 上 下 に 配 置 さ れ た 連 結 リ ベ ッ ト の 組 で あ っ て 、 挿 入 部 ３ ０ の 前 側 か ら 後 側 へ 連 結
配 置 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 湾 曲 節 輪 ４ １ は 互 い に 独 立 に 湾 曲 可 能 で あ る 。 各 節 輪 ４ １ を
連 結 し て な る 節 輪 ア ッ セ ン ブ リ は 、 節 輪 ４ １ 間 の 隙 間 に 対 す る 噛 み 込 み 防 止 の た め に 、 金
属 線 を 編 組 し た 網 状 管 ３ １ に よ り 被 覆 保 護 さ れ 、 網 状 管 ３ １ は そ の 外 側 を 被 覆 ゴ ム ３ ２ に
よ っ て 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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こ の よ う に 構 成 し た 湾 曲 部 ４ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 操 作 者 ２ が 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ３ を 回
転 中 心 １ ４ を 中 心 に 図 ３ の 矢 印 Ａ 方 向 に 回 動 す る こ と に よ っ て 湾 曲 可 能 で あ る 。 す な わ ち
、 操 作 者 ２ が 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ３ を 操 作 す る と 、 湾 曲 部 ４ ０ 内 に 挿 通 さ れ 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ３
に 接 続 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ３ ６ （ 図 ４ ） が 牽 引 又 は 解 放 さ れ 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ３ ６ の 動
き に 応 じ て 湾 曲 部 ４ ０ が 湾 曲 す る 。 こ の た め 、 図 ３ の 矢 印 Ｂ で 示 す よ う に 、 操 作 者 ２ は 湾
曲 部 ４ ０ を 所 望 の 角 度 、 方 向 に 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
＜ 先 端 硬 性 部 ＞
図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 先 端 硬 性 部 ６ ０ は 、 照 明 窓 ３ ４ 、 鉗 子 チ ャ ネ ル チ ュ ー ブ ３ ５
、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ３ ６ の ほ か に 、 受 光 部 ６ １ ａ 並 び に 受 光 部 ６ １ ａ を 保 護 す る た め の 透 明
層 ６ １ ｂ を 備 え る Ｃ Ｃ Ｄ （ 固 体 撮 像 素 子 ） ６ １ 、 及 び 、 Ｃ Ｃ Ｄ ６ １ の 前 方 に 配 置 さ れ た 対
物 レ ン ズ 群 ６ ２ を 備 え て い る 。 Ｃ Ｃ Ｄ ６ １ 及 び 対 物 レ ン ズ 群 ６ ２ は 、 絶 縁 カ バ ー ６ ３ に 囲
ま れ て い る 。 先 端 硬 性 部 ６ ０ の 長 手 方 向 に 平 行 に 配 置 さ れ た 対 物 レ ン ズ 群 ６ ２ 及 び Ｃ Ｃ Ｄ
６ １ は 、 照 明 窓 ３ ４ 、 鉗 子 チ ャ ネ ル チ ュ ー ブ ３ ５ 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ３ ６ を 避 け る よ う に 、
略 円 筒 状 の 先 端 硬 性 部 ６ ０ の 軸 線 か ら 上 方 に 偏 心 し た 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 レ ン ズ 枠 ６
２ ｂ に 複 数 の レ ン ズ を 固 定 し て な る 対 物 レ ン ズ 群 ６ ２ の う ち 、 最 も 前 側 の 対 物 レ ン ズ ６ ２
ａ の 表 面 は 、 先 端 硬 性 部 ６ ０ の 先 端 面 と ほ ぼ 同 一 面 上 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 レ ン ズ 枠
６ ２ ｂ は 、 外 筒 ６ ２ ｃ の 内 周 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
Ｃ Ｃ Ｄ ６ １ の 後 方 に は 基 板 ６ ４ が 配 置 さ れ 、 基 板 ６ ４ の 後 側 に は シ ー ル ド ケ ー ブ ル ４ ８ が
配 置 さ れ て い る 。 シ ー ル ド ケ ー ブ ル ４ ８ 内 に 配 線 さ れ て い る ケ ー ブ ル （ 不 図 示 ） は 、 シ ー
ル ド ケ ー ス ６ ６ の 後 方 の 開 口 か ら シ ー ル ド ケ ー ス ６ ６ 内 に 挿 入 さ れ て シ ー ル ド ケ ー ス ６ ６
内 の 基 板 ６ ４ に は ん だ 付 け さ れ て お り 、 シ ー ル ド ケ ー ブ ル ４ ８ 及 び 基 板 ６ ４ を 介 し て 、 電
源 （ 不 図 示 ） か ら Ｃ Ｃ Ｄ ６ １ に 駆 動 電 力 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
Ｃ Ｃ Ｄ ６ １ 及 び 基 板 ６ ４ は 、 そ の 外 周 に 電 気 絶 縁 性 の テ ー プ ６ ５ が 巻 き 回 さ れ て い る 。 テ
ー プ ６ ５ と し て は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば 樹 脂 製 （ 例 え ば ポ リ エ ス テ ル ） の 基
材 ６ ５ ａ 上 に 接 着 層 ６ ５ ｂ を 積 層 し た も の を 使 用 す る こ と が で き 、 こ の 接 着 層 ６ ５ ｂ に よ
っ て 、 テ ー プ ６ ５ は Ｃ Ｃ Ｄ ６ １ 及 び 基 板 ６ ４ に 固 定 さ れ て い る 。 テ ー プ ６ ５ に 包 ま れ た Ｃ
Ｃ Ｄ ６ １ 及 び 基 板 ６ ４ は 、 金 属 製 の シ ー ル ド ケ ー ス （ 金 属 部 材 ） ６ ６ 内 に 収 容 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
断 面 形 状 が 略 矩 形 の シ ー ル ド ケ ー ス ６ ６ の 上 面 ６ ６ ａ （ リ ベ ッ ト 対 向 壁 面 ） 及 び 両 側 面 ６
６ ｂ 、 ６ ６ ｃ （ 平 行 壁 面 ） に は 、 電 気 絶 縁 性 の シ ー ト ６ ７ が 配 置 さ れ て い る 。 シ ー ト ６ ７
と し て は 、 例 え ば 樹 脂 製 （ 例 え ば ポ リ エ ス テ ル ） の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 シ ー ト
６ ７ は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 テ ー プ ６ ５ と は 異 な っ て 接 着 層 は 有 さ な い 非 接 着 性 シ
ー ト で あ っ て 、 テ ー プ ６ ５ の 基 材 ６ ５ ａ と 同 一 材 料 の み か ら な り 、 そ の 厚 さ は テ ー プ ６ ５
の 基 材 と 接 着 層 と の 総 厚 と 同 じ で あ る 。 よ っ て 、 シ ー ト ６ ７ は 、 強 度 に 寄 与 す る 基 材 部 分
が テ ー プ ６ ５ の 基 材 ６ ５ ａ 部 分 よ り 厚 い た め 、 テ ー プ ６ ５ よ り も 高 い 強 度 を 有 す る 。 ま た
、 シ ー ト ６ ７ は 、 シ ー ル ド ケ ー ス ６ ６ か ら 後 側 ま で 延 び る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 シ ー ト
６ ７ の 前 端 ６ ７ ａ は 、 外 筒 ６ ２ ｃ の 後 端 部 ６ ２ ｃ １ に 突 き 当 た っ て い る た め 、 シ ー ト ６ ７
の 前 側 へ の 動 き が 規 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
シ ー ル ド ケ ー ス ６ ６ の 下 面 （ リ ベ ッ ト 離 隔 壁 面 ） ６ ６ ｄ 及 び 側 面 ６ ６ ｂ 、 ６ ６ ｃ に お い て
は 、 下 面 ６ ６ ｄ に は 直 接 、 側 面 ６ ６ ｂ 、 ６ ６ ｃ に は シ ー ト ６ ７ を 介 し て 、 電 気 絶 縁 性 の テ
ー プ ６ ８ が 配 置 さ れ て い る 。 テ ー プ ６ ８ は テ ー プ ６ ５ と 同 一 構 成 （ 図 ５ （ ａ ） と 同 じ 構 成
） 、 同 一 材 料 の も の で あ っ て 、 接 着 層 に よ っ て 下 面 ６ ６ ｄ 及 び シ ー ト ６ ７ に 対 し て 固 定 さ
れ て い る 。 電 気 絶 縁 性 の シ ー ト ６ ７ 及 び 電 気 絶 縁 性 の テ ー プ ６ ８ に よ っ て 、 電 気 絶 縁 フ ィ
ル ム を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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よ っ て 、 シ ー ト ６ ７ は 、 シ ー ル ド ケ ー ス ６ ６ に 直 接 は 固 定 さ れ て い な い が 、 テ ー プ ６ ８ に
固 定 さ れ て い る た め 、 そ の 動 き は 規 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 シ ー ル ド ケ ー ブ ル ４ ８ の 外 周 に は 、 電 気 絶 縁 性 の テ ー プ ６ ９ が 配 置 さ れ て い る 。
テ ー プ ６ ９ は テ ー プ ６ ５ と 同 一 構 成 （ 図 ５ （ ａ ） と 同 じ 構 成 ） 、 同 一 材 料 の も の で あ っ て
、 接 着 層 に よ っ て シ ー ル ド ケ ー ブ ル ４ ８ に 対 し て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の よ う に テ ー プ ６ ５ 、 ６ ８ 、 ６ ９ 、 シ ー ト ６ ７ 、 シ ー ル ド ケ ー ス ６ ６ に よ っ て 構 成 し
た 内 視 鏡 挿 入 部 の シ ー ル ド 構 造 に お い て は 、 シ ー ル ド ケ ー ス ６ ６ の 外 囲 の う ち 、 挿 入 部 ３
０ 上 側 の 連 結 リ ベ ッ ト の 中 で 最 も 前 側 に 配 置 さ れ た 連 結 リ ベ ッ ト ４ ２ に 接 触 又 は 近 接 す る
部 分 （ 上 面 ６ ６ ａ ） に 、 テ ー プ ６ ５ 、 ６ ８ 及 び ６ ９ よ り も 厚 く て 強 度 の 高 い シ ー ト ６ ７ を
配 置 し て あ る た め 、 湾 曲 部 ４ ０ の 湾 曲 動 作 を 繰 り 返 し て 連 結 リ ベ ッ ト ４ ２ と シ ー ト ６ ７ と
が 擦 れ 合 っ て も シ ー ト ６ ７ が 破 れ て し ま う こ と は ほ と ん ど な い 。 よ っ て 、 長 期 間 に わ た っ
て 安 定 し た 絶 縁 機 能 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 テ ー プ ６ ５ 、 ６ ８ 及 び ６ ９ そ れ ぞ れ の 総 厚 と シ ー ト ６ ７ の 厚 さ が 同 じ で あ る た め 、
先 端 硬 性 部 ６ ０ の 径 を 大 き く す る こ と な く 、 長 期 間 に わ た っ て 安 定 し た 絶 縁 機 能 を 維 持 す
る こ と が で き る 内 視 鏡 １ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
シ ー ト ６ ７ は 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は シ ー ル ド ケ ー ス ６ ６ の 上 面 ６ ６ ａ 全 体 を 覆 い 、 か
つ 、 湾 曲 部 ４ ０ 側 ま で 延 び る よ う に 配 置 さ れ て い た が 、 シ ー ル ド ケ ー ス ６ ６ の 上 面 ６ ６ ａ
の 後 部 の み 、 す な わ ち 、 連 結 リ ベ ッ ト ４ ２ と 接 触 す る 部 分 の み に 配 置 し て 、 シ ー ル ド ケ ー
ス ６ ６ の 上 面 ６ ６ ａ の 残 り の 部 分 に は 、 テ ー プ ６ ５ 、 ６ ８ 及 び ６ ９ と 同 一 構 成 の 接 着 性 テ
ー プ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 に つ い て 上 記 実 施 形 態 を 参 照 し つ つ 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 改 良 の 目 的 ま た は 本 発 明 の 思 想 の 範 囲 内 に お い て 改 良 ま た は 変 更 が 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る と 、 金 属 製 の シ ー ル ド 部 材 の う ち 湾 曲 部 の 連 結 リ ベ ッ
ト に 近 接 す る 部 分 に 、 強 度 が 高 く 、 か つ 、 接 着 層 を 有 す る 電 気 絶 縁 性 テ ー プ の 総 厚 と 同 じ
厚 さ の シ ー ト を 配 置 し た た め 、 先 端 硬 性 部 の 径 を 変 え る こ と な し に 、 湾 曲 動 作 を 繰 り 返 し
て シ ー ト と 連 結 リ ベ ッ ト と が 擦 れ 合 っ て も シ ー ト が 破 れ て し ま う こ と が ほ と ん ど な く 、 長
期 間 に わ た っ て 安 定 し た 絶 縁 機 能 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 全 体 の 構 成 を 示 す で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 の 先 端 硬 性 部 及 び 湾 曲 部 の 中 心 軸 を 含 み 上 下 方
向 に 沿 っ て 切 断 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 の 湾 曲 を 湾 曲 さ せ た と き の 様 子 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 図 ２ の Ｖ － Ｖ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る シ ー ト ６ ７ 及 び テ ー プ ６ ５ の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 先 端 硬 性 部 及 び 湾 曲 部 の 中 心 軸 を 含 み 上 下 方 向 に 沿 っ て 切 断 し た
縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 内 視 鏡
４ ０ 　 湾 曲 部
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４ １ 　 湾 曲 節 輪
４ ２ 　 連 結 リ ベ ッ ト
６ ０ 　 先 端 硬 性 部
６ １ 　 固 体 撮 像 素 子
６ ４ 　 基 板
６ ６ 　 シ ー ル ド ケ ー ス
６ ７ 　 電 気 絶 縁 性 シ ー ト （ 非 接 着 シ ー ト ）
６ ８ 　 電 気 絶 縁 性 テ ー プ （ 接 着 テ ー プ ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

(8) JP 2004-236678 A 2004.8.26



专利名称(译) 内窥镜插入部分的屏蔽结构

公开(公告)号 JP2004236678A 公开(公告)日 2004-08-26

申请号 JP2003025794 申请日 2003-02-03

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 小幡佳寛

发明人 小幡 佳寛

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/00

FI分类号 A61B1/00.300.P G02B23/24.A A61B1/00.715 A61B1/04.530

F-TERM分类号 2H040/BA04 2H040/BA21 2H040/BA23 2H040/CA08 2H040/DA12 2H040/DA15 2H040/DA17 2H040
/DA36 2H040/FA02 2H040/GA02 4C061/FF35 4C061/JJ06 4C061/JJ12 4C161/FF35 4C161/JJ06 
4C161/JJ12

代理人(译) 三浦邦夫
平山岩

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：通过重复弯曲操作而不改变硬质尖端部分的直径，即使片
材和连接铆钉彼此摩擦，也可以长时间保持稳定的绝缘功能而不会破坏
片材。 （ZH）提供一种可以制造的内窥镜插入部的屏蔽结构。 
SOLUTION：尖端刚性部分中的屏蔽盒的外周覆盖有电绝缘膜，该电绝
缘膜的一部分与连接铆钉接触，并且该电绝缘膜具有不带粘合层的非粘
合片。 然后，将具有粘合层的粘合带组合，使该非粘合片与连接铆钉接
触。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/46bf84aa-ccac-42ce-825e-67a8d832aadc
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032953989/publication/JP2004236678A?q=JP2004236678A

